
住民の安心･安全を支える
現業労働者の要求をかかげて
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新語

十番勝負

　2016年リオデジャネイロ五輪の正式種目に加わりました。普通のラグビーは１チーム15人ですが、そ
の半分の７人ずつで試合をします。しかし、グラウンドの広さは15人制と替わりません。選手一人ひとり
の持久力が要求されます。歴史は古く、もともとは1883年にスコットランドで始まったと言われています。

７人制ラグビー
　千葉県袖ヶ浦市の学校給食センターが学校給食用に開発した新メニューで、小麦粉にご飯を混ぜて焼
き上げたパンのこと。冷ましたご飯をパンの生地に混ぜ込んだ、もっちりした食感が特徴。目的は米の
消費拡大にあり、米を粉にして焼き上げる「コメ粉パン」に比べると安価だと言われています。小学生
には揚げてきな粉をまぶし、中学生には皮にうすい醤油味をほどこしています。

ごっぱん

大阪自治労連結成20周年（1989年　
～2009年）に寄せて

タ
テ
の
カ
ギ

❶
始
業
式
の
対

❷
あ
ま
っ
た
時
間
。
○
○
を
楽
し
む

❸
お
腹
ぺ
こ
ぺ
こ
で
す

❹
つ
ば
、
つ
ば
き

❺
そ
ん
な
こ
と
聞
く
だ
け
○
○
よ

❻
視
野
・
視
力
・
反
射
神
経
が
関
係
し

イ
チ
ロ
ー
選
手
等
は
特
に
優
秀

❽
背
広
に
○
○
○
○
姿
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
�
出
家
、
法
師
、
○
○
侶
、
尼
○
○

�
家
を
守
る
と
い
う
爬
虫
類

�
最
後
ま
で
一
人
の
投
手
が
投
げ
切
る

こ
と

�
ち
ょ
っ
と
○
○
○
○
試
食
し
て
み
た

�
地
主
か
ら
土
地
を
借
り
て
農
業
を
営

む
こ
と

�
エ
ッ
フ
ェ
ル
、
ピ
サ
、
五
重

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
ロ
ー
ソ
ク
を
立
て
る
台

❺
埴
生
の
○
○

❼
床
下
←
→

❽
い
つ
ま
で
寝
て
い
る
の
！

❾
○
○
○
○
な
生
活
態
度
も
改
め
な
さ

い
�
○
○
○
は
必
ず
し
も
真
な
ら
ず

�
歌
人
が
詠
ん
だ
歌
を
披
露
す
る
会

�
ま
わ
り
全
部
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

�
要
因
、
要
素
の
ひ
と
つ

�
○
○
○
○
○
に
買
い
言
葉

�
寄
席
で
最
後
に
演
ず
る
者

�
策
士
○
○
に
溺
れ
る

�
薬
剤
を
与
え
る
こ
と

�
書
籍
等
の
本
文
下
方
に
注
を
記
す
こ

と

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
「
解
答
」「
組
合
名
」「
職

場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い
て
、

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き
ご
と

や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　

解
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に

図
書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。「
声
」

は
「
読
者
の
声
」
と
し
て
紙
面
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０―

０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13―

15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
12
月
31
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
０

年
１
月
号
の
紙
面
に
掲
載

９
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
０
９
年
９
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
ニ
ジ
ュ
ウ
ネ

ン
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら
41
通
の
解

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選
で
次
の

５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈

呈
し
ま
す
。（
敬
称
は
省
略
）

▼
松
井
朋
子
（
大
阪
府
公
職
労
）、
▼

塩
崎
牧
子
（
岸
和
田
市
職
労
）、
▼
藤

原
仁
（
和
泉
市
職
労
）、
▼
宮
阪
猛

（
富
田
林
市
職
労
）、
▼
近
藤
美
代
子

（
松
原
市
職
労
）

９月号の解答
「ニジュウネン」

（解き方）二重ワクの文字
を並べ替えて意味の通る
言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：生活保護で復活

■
今
年
も
テ
ン
ト
村
が
で
き
る
で
し
ょ
う
ネ
ェ
！
働
く
ル

ー
ル
を
一
日
で
も
早
く
確
立
し
、「
派
遣
切
り
」
や
雇
用

破
壊
を
な
く
す
た
め
に
、
労
働
者
派
遣
法
を
抜
本
改
正

し
、
テ
ン
ト
村
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

 

大
岡　

由
利
子
（
八
尾
市
職
労
）

■
一
年
中
で
大
好
き
な
、
い
い
季
候
で
す
が
、
高
石
市
で

は
、
ま
た
２
園
（
幼
稚
園
と
保
育
所
）
民
営
化
の
決
定
が

さ
れ
て
重
苦
し
い
毎
日
で
す
。

 

林　

純
代
（
高
石
市
職
労
）

■
先
日
、
東
大
阪
市
は
公
立
保
育
所
を
廃
園
す
る
た
め
の

園
児
募
集
停
止
を
先
送
り
す
る
こ
と
を
決
定
。
父
母
ら
の

ね
ば
り
強
い
闘
い
が
、
市
の
基
本
方
針
を
変
更
さ
せ
ま
し

た
。

 

久
米　

盛
次
（
東
大
阪
市
職
労
）

■
先
日
、
病
院
内
の
組
合
の
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
公
立
病
院
の
ほ
と
ん
ど
、
民
間
で
も
５
割
以
上
が
赤

字
経
営
だ
と
知
り
ま
し
た
。
医
師
も
看
護
師
も
激
務
で
人

員
不
足
の
中
、
本
当
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
報
わ
れ
な
い

で
す
。
も
っ
と
医
療
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま

す
。

 

桑
野　

章
子
（
堺
市
職
労
）

ア ネ ツ タ イ キ コ ウ
キ ツ テ チ ン シ ヤ
チ チ サ バ ク ム
ユ カ ゲ ン ジ ヤ

モ ウ イ ボ イ ン
シ ユ ウ シ ジ サ

ジ ヨ ウ キ タ イ イ
ク ウ ニ ク ダ ン ゴ

現
業
評
議
会
は
、
一
貫
し
て
住
民
と
の
共
同
を
追
求
し
て
き
ま

し
た
。
写
真
は
岸
和
田
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
学
校
給
食

試
食
会
の
風
景

コ
ミ
で
報
道
さ
れ
、
こ
れ
を
口

実
に
し
た
リ
ス
ト
ラ
攻
撃
と
私

た
ち
は
闘
っ
て
き
ま
し
た
。

災
害
被
災
者
の

救
援
に
駆
け
つ
け
る

　

阪
神
大
震
災
で
は
被
災
者
の

み
な
さ
ん
へ
「
炊
き
出
し
」
の

支
援
に
行
っ
た
り
、
復
興
に
向

け
て
ゴ
ミ
の
搬
送
・
処
理
に
協

力
し
て
き
ま
し
た
。
私
自
身

も
、
中
越
震
災
の
時
に
は
「
炊

き
出
し
」
の
手
伝
い
に
行
き
ま

し
た
。
現
地
で
は
、
余
震
が
続

い
て
い
る
中
で
、
道
路
は
寸
断

さ
れ
、
ガ
レ
キ
が
町
の
中
に
散

乱
し
、
地
震
の
大
き
さ
に
驚
く

ば
か
り
の
中
、
自
治
労
連
給
食

委
員
会
の
仲
間
と
「
炊
き
出

し
」
を
行
い
、
被
災
者
の
み
な

さ
ん
に
配
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
、
予
測
さ
れ
る
南
海

地
震
を
考
え
る
と
、
避
難
場
所

と
さ
れ
て
い
る
学
校
や
公
共
施

設
の
耐
震
化
が
課
題
に
な
り
ま

す
。
地
方
自
治
体
の
財
政
危
機

で
本
来
の
避
難
場
所
が
崩
壊
す

れ
ば
被
災
者
の
避
難
す
る
場
所

が
な
く
な
り
ま
す
。
地
方
自
治

本
来
の
目
的
は
住
民
の
安
心
・

安
全
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
阪
自
治
労
連
現
業
評
議
会

は
、
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
地
域
と
自
治
体
を
実
現
す

る
た
め
に
、
団
結
を
固
め
、
住

民
と
の
共
同
を
ひ
ろ
げ
て
、
引

き
続
き
が
ん
ば
る
決
意
で
す
。

　1954年生まれ。1970年より守口市職員。
1978年守口市職労現業支部役員、1998年大
阪自治労連現評副議長。現在、大阪自治労
連現評議長、自治労連現評幹事、守口市職
労現業支部副委員長。

山岡　作治さん

立
ち
上
げ
た
時
に
、
書
記
次
長

と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

民
間
委
託
を
許
さ
ず

人
員
要
求
を
か
か
げ
て

　

自
治
労
連
が
結
成
し
て
20
年

間
の
記
憶
で
は
、「
週
刊
少
年

ジ
ャ
ン
プ
」
の
連
載
漫
画
「
燃

え
る
お
兄
さ
ん
」
で
、
校
務
員

に
つ
い
て
職
業
的
差
別
の
記
載

が
あ
り
、
謝
罪
を
求
め
る
運
動

が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
給
食
で

は
、
１
９
９
６
年
、
堺
市
で

「
Ｏ―

１
５
７
」
が
発
生
し
て

死
者
が
出
ま
し
た
。
当
時
の
厚

生
大
臣
の
菅
直
人
氏
が
自
ら
、

原
因
と
さ
れ
た
「
か
い
わ
れ
大

根
」
を
食
べ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
出
る
場
面
が
あ
り
ま
し

た
。
堺
市
教
育
委
員
会
は
問
題

を
解
決
し
な
い
ま
ま
、
学
校
給

食
の
民
間
委
託
を
組
合
に
申
し

入
れ
て
き
ま
し
た
。
堺
市
職
労

・
大
阪
自
治
労
連
給
食
部
会
は

抗
議
行
動
を
展
開
し
、
民
間
委

託
の
白
紙
撤
回
を
求
め
ま
し
た

が
、
堺
市
は
一
方
的
な
強
行
実

施
に
出
ま
し
た
。
清
掃
で
は
、

ス
テ
ッ
プ
乗
車
が
全
国
的
な
問

題
に
広
が
り
、
連
日
マ
ス
コ
ミ

報
道
が
さ
れ
ま
し
た
。
清
掃
部

会
で
は
、
問
題
解
決
の
部
会
会

議
や
単
組
交
渉
に
取
り
組
み
、

人
員
採
用
や
増
車
を
か
ち
と
り

ま
し
た
。
清
掃
職
場
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
一
部
職
員
の
中
抜
け
・

早
帰
り
や
モ
ラ
ル
も
連
日
マ
ス

　10月～12月の期間中にセッ
ト共済又は火災共済に新規加
入された組合員の方に、もれ
なく図書カード（３千円）を
プレゼント⒮

　

私
は
１
９
７
０
年
４
月
に
15

歳
で
守
口
市
職
員
に
採
用
さ

れ
、
高
校
・
短
大
２
部
を
卒
業

し
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
職

場
は
、
清
掃
業
務
課
（
ご
み
収

集
）
を
10
年
間
経
験
し
、
短
大

卒
業
後
、
清
掃
施
設
課
の
中
途

欠
員
補
充
の
た
め
課
内
異
動
と

な
り
、
排
水
処
理
施
設
を
25
年

間
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　

労
働
組
合
と
の
つ
な
が
り

は
、
30
年
前
に
労
働
組
合
に
３

支
部（
職
員･

現
業･

保
育
所
）を
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―セット共済お役立ち例―

帝王切開で出産。20日入院
しました。（８型：月3,230円）

　　病気入院 5000円×20日
　　　　　　   ＝100,000円
　　手術見舞金　 30,000円
 　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　 13万円

09秋
「共済キャンペーン」


